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設備投資決定及び欧州法人設立に関するお知らせ 
 
 
当社連結子会社であるW-SCOPE CHUNGJU PLANT CO., LTD.（以下、WCP）は、今後の欧州EV

向け需要の増加に対応するため、設備投資を行うことを決定しましたのでお知らせ致します。 

 

＜概要＞ 
１． 今後の欧州EV 需要の増加に対応するため、まず韓国WCP の工場用地に、投資額約120 億

円で 2 本の成膜ラインを設置します。稼働予定時期は 2023 年下期とし、これにより WCP の成膜

ラインは 8 本となります。 
 
2． それ以降については、年内に WCP100%子会社の欧州法人(設立資本金1 万USD)を設立し、

当該法人において 2025 年までに 8 本の成膜ラインと 16 本のコーティングラインの設置を進める

予定です。今回はその第 1 段階として、4 本の成膜ラインの設備投資を決定しました。これらの設

備は 2024 年上期から順次量産を開始する予定です。この欧州法人設立の目的は、欧州の炭素

排出権規制等による自動車メーカーの欧州域内での原材料調達ポリシーに伴い、取引先からの

要請で域内での現地生産が必要となるためです。 
なお、2021 年～2025 年の 5 年間に欧州で総額約 900 億円の投資を予定しています。 

 
＜生産量＞ 

これらの設備投資により、2021 年末基準での当社グループ全体の供給能力の 2 倍強となる見通

しです。（詳細は非開示とさせていただきます）。 
 
＜業績への影響＞ 

2025 年には、連結売上高で年間約 7 億 USD を想定しています。 
 
なお、欧州法人の詳細は現在未定ですので、詳細が決まりましたら開示させていただきます。 
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